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問1 シルクロードを経て伝わった宝物や唐の工芸品が収められ、現在も東大寺にある施設は
何という？

問2 奈良時代、政府による統制が強まる中で、民衆の間を巡り歩いて深く信仰を集めた宗教
を何という？

問3 奈良時代、墾田永年私財法をきっかけに貴族や寺院が広大な土地を所有するようになっ
た結果生まれた、私有地のことを何という？

問4 防人たちが詠んだ歌などが収められている、日本最古の歌集を何という？

問5 聖武天皇の時代に奈良を中心に栄えた、唐や西アジアの文化の影響を受けた国際色豊か
な文化を何という？

問6 郡司が行政に携わった、大宝律令などに基づく国家体制を何という？

問7 奈良時代の九州地方に派遣され、防衛の任務についた兵士を何という？

問8 710年、現在の奈良県に建設され、奈良時代の政治の中心となった都を何という？

問9 701年に制定され、天皇を中心とした中央集権的な政治体制を整える基礎となった律令
を何という？

問10 戸籍に基づいて6歳以上のすべての人々に田地を分け与え、そのかわりに税を徴収する
制度を何という？

問11 平城京の設計のモデルとなった、唐の都の名前を何という？

問12 律令国家の統治体系として、中央から地方の国に派遣された役人を何という？

問13 8世紀初めに編纂された、神話から推古天皇までの日本の成り立ちを記した歴史書を何
という？

問14 律令制において、中央から派遣された国司のもとで、現地の有力な豪族が任命された役
職を何という？

問15 防人として徴兵された農民たちは、主に日本のどの地方から選ばれていましたか？

問16 律令制において、郡の長として地方の政治を担った有力者を何という？

問17 東大寺にあり、当時の国際色豊かな宝物が数多く収められている施設を何という？

問18 713年、国ごとに地理や産物などをまとめるように命じた天皇は誰？

問19 『日本書紀』で、神代から歴史が記録されている最後の天皇は誰？

問20 聖武天皇が鎮護国家を目的として、全国各地に建立させた官立の寺院を何という？

問21 奈良時代末期に編纂された、現存する日本最古の歌集を何という？

問22 710年に唐の都である長安をモデルにして建設された、奈良の都を何という？

問23 正倉院で見られる、三角材を組み上げて湿気を防ぐ建築様式を何という？
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答え合わせ・解説

問1 答え
正倉院

聖武天皇が亡くなった際、光明皇后が天皇をしのんで東大寺に奉納した品々を収めた校倉造りの建物です。楽器や鏡、美術品
など、当時の国際交流を物語る非常に貴重な宝物が数多く保管されています。

問2 答え
仏教

当時の仏教は、国家の公的な儀式のみならず、次第に一般民衆の生活や心にも浸透していきました。行基などの僧侶が、禁じ
られていた私的な布教活動を行い、民衆を救済するために活動したことで、広い層に広まりました。

問3 答え
荘園

こうして形成された私有地が荘園です。有力者は税を逃れるために土地を荘園として確保し、支配力を強めました。これによ
り、天皇を中心として全国の土地と民を直接支配する「公地公民」の制度が維持できなくなりました。

問4 答え
万葉集

万葉集は、約4500首の歌を収めた日本最古の歌集です。特徴は、天皇や貴族だけでなく、防人や農民といった一般庶民の素朴
で力強い感情がそのまま記されている点にあります。防人が詠んだ「防人の歌」には、国を守る誇りと家族への思慕が混ざり
合い、当時の社会の現実がリアルに表現されています。

問5 答え
天平文化

天平文化は、聖武天皇を中心とする貴族や仏教が主導した文化です。唐の影響だけでなく、シルクロードを通じて伝わった西
アジアの文化の影響も強く見られ、国際的で豪華な特徴を持っています。代表例として、東大寺の大仏建立や、正倉院に保管
されている宝物などがあります。

問6 答え
律令国家

律令国家では、公地公民の原則に基づき、戸籍を作成して人々に税を課しました。中央では二官八省が行政を担い、地方では
国司と郡司が行政の実務を行うシステムが構築されました。

問7 答え
防人

防人は、大和朝廷が九州地方の防衛のために配置した兵士です。主に東国（現在の関東地方）の農民から徴兵され、長期間の
任期で現地に派遣されました。万葉集には、故郷を離れる寂しさや任務の過酷さを歌った防人の歌が多く収められており、当
時の人々の苦しい生活の様子を今に伝えています。

問8 答え
平城京

710年に元明天皇によって遷都された計画都市です。中国の唐の都である長安を手本にして設計され、整然とした道路が碁盤
の目状に配置されていました。政治・経済の中心地として繁栄し、遣唐使などによって国際的な文化が花開きました。

問9 答え
大宝律令

701年に制定された大宝律令は、国家の基本となる法律であり、天皇を頂点とする中央政府と、その下に置かれる地方行政の
組織や規則を定めました。これにより、戸籍の作成や租税の徴収、官僚の組織などが体系化され、律令国家としての体制が強
固なものとなりました。

問10 答え
班田収授法

班田収授法は、6歳以上の男女に口分田という田地を貸し与え、その人が亡くなれば国に返させる制度です。この田地から収穫
された米の一部が税として国家に納められました。

問11 答え
長安

長安は、当時の中国の首都であり、碁盤の目状にきれいに区画された都市構造を持っていました。日本はこの長安の計画を参
考にして、平城京を建設しました。中央に朱雀大路という広い通りを通し、東西の市（市場）を配置するなど、国家の権威を
象徴する都市づくりが行われました。

問12 答え
国司

国司は、その土地の税の徴収や戸籍の管理、裁判など、地方行政全般を担いました。任期を定めて中央から派遣することで、
地方での権力固着を防ぐ仕組みとなっていました。

問13 答え
古事記

問14 答え
郡司

「郡司」は、地方の行政単位である郡の実務責任者です。かつて地方の有力豪族であった人々が任命されました。都から派遣
された「国司」をサポートし、税の徴収や戸籍の管理などの実務を担当しました。

問15 答え
東国

当時の東国は馬の飼育や弓の技術に長けた者が多く、軍事的な実力が高く評価されていました。しかし、九州の防衛任務は3年
という長期に及ぶ厳しいもので、遠く離れた地への赴任は農民たちに大きな負担を強いました。家族と別れ、命の保証もない
任務に向かう彼らの苦悩は深く、多くの切ない歌が詠まれました。

問16 答え
豪族

郡司は、国司の指揮下に入り、戸籍の作成や徴税の補助といった行政の実務を行いました。終身制であったため、現地の地盤
を持つ豪族たちがその地位を世襲的に継承することが一般的でした。

問17 答え
正倉院

正倉院は校倉造という独特の建築様式で建てられ、湿度の変化に応じて木材が伸縮することで内部の環境を一定に保つ工夫が
なされています。ここには、天皇の愛用品だけでなく、当時の楽器や文書、世界各地からの貢ぎ物など、天平文化の粋が集め
られています。

問18 答え
元明天皇

第43代天皇で、710年の平城京遷都を実行しました。また、国家の歴史や伝承をまとめるために、太安万侶らに『古事記』の
編纂を命じ、各地の地理や産物を記録する『風土記』の作成を命じました。国力を充実させ、安定した統治を目指した人物で
す。

問19 答え
持統天皇

日本書紀は、奈良時代の720年に完成した歴史書です。神話の時代から始まり、持統天皇の時代までの歴史を詳細に記してい
ます。中国の歴史書の記述様式を取り入れ、非常に精緻な記録となっています。

問20 答え
国分寺

国分寺は、聖武天皇が全国60余国に命じて建てさせた寺院です。各国の国分寺と国分尼寺は、東大寺を総本山とするネットワ
ークの一部として機能しました。これにより、地方にまで仏教の教えと国家の影響力を浸透させ、仏の力で国の安定を図りま
した。

問21 答え
万葉集

万葉集は、奈良時代末期に大伴家持らによってまとめられたと言われる、日本最古の和歌集です。約4500首もの歌が収められ
ており、天皇や貴族だけでなく、防人や農民といった庶民の歌も含まれているのが大きな特徴です。当時の人々の生活感情や
社会の様子を知るための貴重な歴史資料となっています。

問22 答え
平城京

平城京は、710年に元明天皇によって奈良の地に建設された都です。唐の都である長安をモデルにして設計され、天皇を中心
とした政治体制を整えるための国家の拠点となりました。計画的に道路が配置され、貴族の邸宅や立派な寺院が立ち並ぶ、当
時としては非常に高いレベルの都市機能を持っていました。

問23 答え
校倉造

校倉造は、断面が三角形の木材を井桁（いげた）に組んで壁を作る工法です。湿気が多いときは木材が膨らんで隙間をふさ
ぎ、乾燥すると木材が縮んで風を通すという、自然の作用を利用した高い調湿機能を備えています。


